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3月11日、関西空港午後2時30分着、南城市長一行と熊野へ向う旅でした。ロビー

で待っていると突然どすんと物が落ちる音が聞こえ、かなり長い横揺れを感じまし

た。近くの大画面のテレビには宮城県で震度７の表示。それからは山の中のバス移

動のため、なかなか情報が入りません。東京にいる家族と連絡がとれたのはようや

く深夜。妻は台東区役所にいて歩いて上野の次男のマンションへ。長男は無事らし

いが品川でストップしているとのこと。翌日の午後、電話が通じました。電車を乗

り継いでようやく神奈川の実家へ帰った、と興奮気味です。

熊野・田辺市では南城市と結んだ地域学サミットを開催したのですが、市長は津

波警報のため欠席。南城市長は特別に通じる携帯電話で次々と指示を出しながら日

程を進行。緊張漂う中で熊野三社の正式参拝や補陀落神社訪問を終えました。

実家からは次々とメールが入ります。電池、米、水を送りました。2週間過ぎて、

近くを通るＪＲがようやく運転再開した、とのこと。次男が原発避難で一時沖縄滞

在。沖縄でも一部の物資が払底しています。3月26日の土曜日、再び水を送るため

に近くの郵便局に行きました。ところが3時で終わり。やむなく中央郵便局へ。駐

車場に入りきれないほどの車の行列です。中へ入ると水や食料、布団などを傍らに

した人々の列。戒厳令前のポーランドを訪ねた時のことを思い出しました。圧政が

生み出した非能率と貧困。その象徴が郵便局にあふれる人々、動かない行列、あき

らめの表情を浮かべた顔でした。故国を離れオーストリアやドイツに家族ぐるみで

出稼ぎに行く人々も沢山いました。いや難民となって帰れない人も。

現在の日本は、最大の災害と最低の政治が巡り合わせた最悪の事態となっていま

す。東電に2兆円融資のニュースを聞いて仰天。YOMIURI ON LINEによれば「三菱東

京UFJ、三井住友、みずほコーポレートの3大銀行と大手信託銀行が23日、東京電力

に対して月内にも総額2兆円規模の緊急融資を行う方向で最終調整に入った。」な

んと素早い対応！この努力を60万人以上といわれる避難民に向けるべきではないで

しょうか。この国はあきらかに狂っている。

友人からのメールの中に「今こそ日独同盟が必要ではないか」とありました。脱

原発の緑の党が大躍進したことはご存知の通りです。産経ニュースを引用します。

日本の原発事故でドイツの緑の党大躍進 州首相射止める

2011.3.28 07:11 【ロンドン＝木村正人】27日行われた2つのドイツ州議会選で、

東日本大震災による福島第１原発事故が原発論争を呼び覚まし、一貫して脱原発を

訴えてきた90年連合・緑の党が大躍進した。メルケル首相のキリスト教民主同盟

（CDU）が58年間も州政権を担ってきた南西部バーデン・ビュルテンベルク州では

独政治史上初の緑の党州首相が誕生。ドイツは再び脱原発にカジを切る可能性が出

てきた。

（北スペイン・サンチャゴ巡礼路行きは中止。今回は珍しく怒りのエッセーとなり

ました。）

2011年4月

沖縄大学地域研究所

所長 緒方 修
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このほど、石垣市議では標記の決議をし、中国政府は早速、拒否反応を示した。

では1885年の日本帝国による領有決議を歴史的にどう考ええるべきなのだろうか。

1879年の琉球処分後、わずか6年の「尖閣領有宣言」で、その後の台湾侵攻・処

分、さらに今年100周年を迎えた韓国併合と続く歴史の流れだ。

私は2003年まで7年、沖縄に住み、与那国島から、石垣島とフェリーで見聞し、

北は奄美大島、沖永良部島も歩いた。また、主に古代史研究のため台湾を5回訪問

した。

おかげで、数百年にわたる琉球人・レキオの交流史を学び、そこに日本帝国70年、

米軍占領・軍事基地化の65年との厳しい歴史体験を見た。しかし、21世紀初めに尖

閣問題で事を荒立てるのは東京の石原慎太郎氏と超右派のＮ元代議士、右翼の人だ

けだった。

この間、ウチナンーチュは知恵があるから座視していたといえる。

専制的な日本政府の政策の琉球処分の延長として尖閣問題があるのは明らかだ。

今回の漁船衝突事件はこの文脈で見ることが求められる。領土・領海はあやふやな

のだ。まして、台湾では5大市長選挙の前で現政権は中国寄りというので苦戦して

おり、沈黙を守っていたようだ。

たまたま、衝突事件の起こった9月7日、私は20年前の職場（北京放送日本語部）

の旧友と天津で歓談し、9日に北京を離れたが、衝突事件を中国メディアが大きく

扱うことはなかった。問題は船長の勾留以後、国務委員の面会が深夜になってから

で、東京メディアの中国バッシングはすさまじかった。日曜深夜の面会要求とは礼

儀にもとるというものだ。しかしTBS・RBC系テレビが最初に明らかにしたように、

「深夜会見」は東京側の指示でそうなったもので事の重大性を認識していたら会見

は8時には実現していたものだ（『公評』1月号特集「対話」小文）。中国側の会見

申し込みは外務大臣の上のタイ・ピングォ国務委員で、いわば副総理であった。

対中国問題では7月、9月、12月は鬼門だ。

盧溝橋事件、満州事変、それに南京大虐殺の月に当たる。9月中旬はまさに「国

恥」の9・18の旬間だったのだ。

台北経済文化協会大阪事務所に頼むと台湾北部の島しょの分かる詳細な資料をメー

ル添付で送ってくれた。地図の上で魚釣島に最も近いのは石垣島ではなく台湾島北

部海上50キロの島で施設もある。動力船のない時代には西からの強い海流の関係で

台湾や福建の漁民が有利に漁場としていたのではないかという推測も成り立つだろ

う。

早すぎた「尖閣の日」決議

壱岐 一郎

日本記者クラブ会員

沖縄大学地域研究所特別研究員
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いずれにしても、沖縄県民が、数百年来の友好関係の歴史に添って、中国・台湾

という「両岸」関係者と東京との長い協議のコオーディネーター（調整者）になる

ことに期待したい。いま、普天間問題で分かるように政府も東京メディアも物知り

が多いだけで劣化の道を下っているだけなのだから。

壱岐先生は元沖縄大学教授。

元KBC（九州朝日放送）キャスター、

北京放送勤務など放送界のOBです。

（緒方）
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沖縄県を支える精神文化、宗教的儀礼は、海洋国家として独自独特の発展をしていま

すが、一方でヤマト（本州）との「黒潮」による文化交流の足跡が、日本国を代表する

精神文化の拠点である「熊野」に見られ、今も継承されている。「琉球八社」（波上宮・

沖宮・安里八幡宮・末吉宮・天久宮・普天間宮・識名宮・金武宮）と総称される神社が

あり、ヤマトからの勧請神は、安里八幡宮以外の7社が熊野系である。

こうした足跡のルーツを探るべく、2010年3月、「地域学サミットIN沖縄」と題した

講演・シンポジウムを熊野からゲストをお迎えし、沖縄県南城市において開催した。そ

こでは、捨身行として知られる補陀洛渡海の僧侶の沖縄漂着などの研究報告がなされ、

奇しき縁で熊野と沖縄が繋がっていることが確認された。

本年度のサミットは、平成23年3月11～13日までの3日間、世界遺産・熊野三山にて

「地域学サミット2011 in 熊野」を開催した。

3月11日、大地震と津波が東北地方を襲った。サミット開催地である田辺市でも各種

イベントの自粛が決定し、本サミットも自粛を検討したが、関係者のご尽力により「研

究会」として開催した。

【研究成果報告】

和歌山県熊野三山地域と沖縄県南城市には、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

（2005年登録）と「琉球王国のグスク及び関連遺産群」（2000年登録）の登録資産

がそれぞれ所在する。これらの世界遺産は、信仰を拠り所とした精神文化を核とす

る文化的景観として「顕著で普遍的価値」を有する点で共通している。

「地域学サミット2011 in熊野」において報告された熊野、沖縄に根付く「信仰」

はかけがえのない無形文化財産であり、これらを世界遺産とした人類共通の宝であ

ることを認識し、この比類のない資産を保護することが世界のすべての国民のため

に重要であることに考慮し、この貴重な文化遺産をより適切に保存し、子々孫々に

想いを繋ぎ、伝えなければならない使命を負っていることを改めて認識することが

できた。

（子々孫々への伝承方法の一つとしては、子供たちがおのおのに作成した熊野古

道の地図を使い、子供たちが古道ガイドするという教育的取り組みは大いに参考に

なる）

地域学サミット2011 in 熊野

鴇田 修一

沖縄大学地域研究所特別研究員
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古来の巡礼路が走る両地域は現代でも沢山の人々が訪れ、精神的・肉体的健康の

回復にも重要な役割を果たしている。

しかしながら、近年の「癒(いや)し」や「パワースポット」ブームなどとも相まっ

て、ここ数年の来訪者や入園者の激増により、資産の「顕著で普遍的価値」の維持

に警鐘が鳴らされている。

より適切な保存・継承を行っていくためには歴史的景観と自然的景観の保全にも

努めなければならず、保全策の方法として、入場制限などの手法もあるが、すべて

は「人」であり、「人」の認識と行動である。ますは、来訪者、あるいは入園者へ

の積極的な啓蒙活動、特に信仰の聖地であることに対する啓蒙が手段となりえると

考える。

（熊野における語り部の活動や沖縄におけるボランティアガイドによる啓蒙活動は

非常に有効な啓蒙活動となりえる）

人類にとって貴重な伝統的な信仰である、熊野信仰と御嶽信仰をどう保存・継承

するか、そして日本の精神の原点である「人と人とのつながりを尊重する歴史と伝

統文化」を如何に大切にするか、が問われている。

本サミットのすべての出席者は、すべての入園者、来訪者、そしてユネスコや国、

県と手をたずさえ、高い志をもって「日本一の文化を大切にするまち」を築き上げ

ることを通じて、熊野と斎場御嶽の保存・継承に努める。

本サミットを契機に熊野・沖縄における相互の交流を深め、知恵を共有し、信仰

を拠り所とした精神文化を核とする文化的景観である世界遺産の保全、保存、継承

を行うための「モデル」を模索してゆく。

平成23年3月
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〈学内でのシンポジウムに発表する予定であったが、都合で別の発表をしたので、この

文章が不要になり、ここに発表することになった。いささか突飛な感じがないでもない

が〉－大城

琉球／沖縄のスタンスは、1879年を境にして、180度の転換を遂げたと解します。

独立王国が日本に併合されて、その属性が大きな変化をとげました。併合の合理

性も非合理性も、ともに琉球と日本との文化の同一性と非同一性によるものと思わ

れます。私は、日本復帰のころに、沖縄の民衆は本土との同化と異化のはざまにゆ

れている、と発言して、復帰一辺倒の人や復帰反対の人たちに嫌われましたが、こ

のヌエ的な性格は1879年の琉球処分の最中に、すでに日本政府と琉球王府の双方に

理解されていたようで、当時の議論のなかにはっきり記録されています。1970年代

の日本復帰のころにそうであったのみならず、今日なお厳然と息づいています。

琉球文化の性格を理解するのに、象徴となりえる風景を、首里城復元のときのセ

レモニーで見て、感動いたしました。ひとつは仮装行列であります。冊封使行列が

ありましたが、1945年までの沖縄では考えられないことであったと思います。琉球

処分いらい近代の沖縄では、日本へ同化したいとの意向から、かつて中国と交流が

あったということを、恥とする傾向がありました。それが復帰後にこう変わってき

たわけです。とは言いながら、かの仮装行列に参加している人たちのなかの、どれ

だけが日本語の束縛から自由であるか、つまりウチナーグチを自由に話せるかとい

うと、大きな疑問を抱かざるを得ません。

もう一つの風景は、小学生たちがウチナーグチのわらべ歌を歌っている風景であ

りました。日常会話ではウチナーグチを話せない子供たちが、たぶん外国語を話す

くらいの興味で、わらべ歌を歌っています。しかし、私はいま得意になってあの子

供たちを笑っているようにありますが、あの歌詞にふくまれている琉球の古来の生

活風俗を、その形と心とをどれだけ理解しているかというと、怪しいもので、忸怩

たるものを覚えます。

琉球処分以後の琉球文化の変化が、どれだけ激しいものであったかを、私は話し

ているのであります。

琉球処分以降の近代の歴史が、日本による侵略、植民地化の推移であったと、私

は信じていますが、この文化の推移がそのような政治的な抑圧が招いたかどうかは、

正確には分からないと思います。正直には一部分が抑圧に迎合したものであり、一

部には自然の流れによるものであったかと思われます。

同化志向を脱けられるか

大城 立裕

作家
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このうちの抑圧への迎合が、いかにも作為的なものであるかのように見えますが、

それが容易に可能であるということが、もともと自然な同化志向があったからだと、

私は思います。

ご承知のように、ウチナーグチは日本語から大きく離れています。私は日本語で

小説を書いていますが、子どものころにウチナーグチばかりで育ったことを思うと、

よくも日本語で小説を書けるものだと、自分で感心します。これはやはり、自然な

同化志向があるからだろうと思います。

いま組踊を書いていますが、この段取りが面白いです。書きはじめたのは2000年

ごろのことで、はじめからウチナーグチでゆっくり書いていたような気がします。

ところが、いまはまず日本語で筋を思いつき次第、書き並べていきます。それをあ

とで、ウチナーグチに翻訳するのです。ウチナーグチと言っても韻文ですから、す

ぐに決定稿が書けるものではありません。昔の作家たちがどのような過程で、韻文

を書いたか、興味がありますが、いまはその話を省きます。私が、組踊を書こうと

決心して、そのことを宣伝してまわったのは、自慢したのではなく、自分の退路を

絶つためでありましたが、そのころにある人が質問して来ました。「ヤマトグチで

組踊を書くのか」と。ヤマトグチで組踊を書けるかと、私は答えましたが、この問

答が生じるという現象が、沖縄の現在の言葉の状況をよく表していると思います。

言葉だけでなく、発想法においても、同化志向は争えないものがあります。沖縄

の近代文学は、明治31年に新聞に和歌が載り始めたころに始まったのですが、この

最初の作品は「梅の匂い」とか「月の光」とか、まったくヤマトの和歌を真似たも

のであり、12年後の明治43年に、長浜芦琴という歌人がこういう歌を発表していま

す。「山という山もあらなく川もなきこの琉球に歌う悲しさ」ここには、当時の文

学青年の深刻な真実があらわれています。つまり、日本語で文学を書くには、ヤマ

トの文学作品をお手本にしなければならないが、ヤマトでは当然、ヤマトの風景、

生活をモチーフにするわけです。長浜芦琴は、それを真似なければ日本語の文学に

ならない、と思った節があります。ところが、この歌の底にひそんだ心は、土着の

ものを歌いたいのだがと、必死で叫んでいるように、私には思えます。この必死な

叫びから解放されるのは、1947年ごろ、つまりヤマトから逃れた頃からです。

沖縄近代の文学青年たちは、ウチナーグチと日本語のはざまで苦しみながら、そ

こに何を盛り込むか、つまり沖縄の土俗、独自性をどれだけ、いかに盛り込むかに、

苦闘してきました。それは、いまだにつづいています。会話文でも、ナマのウチナー

グチを書いては通じない、という遠慮が働きますので、作家それぞれに個性的な工

夫で、ウチナーグチのような日本語のような表現で書いています。

そして、書く内容についても、歴史小説の場合がいちばん分かりやすいのですが、

生活事情が日本と違う。たとえば、「摂政」という日本語があります。日本では、

天皇の代理として、たとえば天皇が病気などで政治がとれず、代理が必要なときに

臨時に置く。セッショウと読みます。これを琉球歴史ではシッシーと読みます。そ

して意味も、臨時でなく常設の為政者で、最高の官位です。シッシーと振り仮名を

つけると、編集者がチェックして直したがる。それを防ぐのに、いらざる努力をし

なければなりません。
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ウチナーグチの独自性を文学に表現しなければならないとして、その実験をした

最初の人は、山城正忠で、明治44年ですから、さきほどの「山という山もあらなく」

の歌のすぐ翌年ですから、きわめて皮肉なことで、その後の沖縄文学は、社会全般

がおおむねヤマトへ同化の風潮にあったのに呼応して、ウチナーグチをめぐる悩み

から解放されたように見えますが、内面的にはそうでもなかったろうと思われるの

は、山之口貘の不思議な文体にも表れていると思います。山之口貘の詩の文体は、

ウチナーンチュが日本語をうまく使おうとして、うまく行かない苦悶の象徴のよう

に、私には思えます。

沖縄の作家たちがこの苦悩から解放されたのは、1945年に日本から離れた後のこ

とであります。具体的な表れとしては、1959年に私が「亀甲墓」という作品を書い

たときになります。この作品の象徴的な意義は、まずウチナーグチをいかに日本語

の文体として生かすか、という試みをしたことであり、内容的には土俗を書いたこ

とであります。私自身は、この後も延々とこの努力をつづけていて、二世代ほど後

になる目取真俊は、なお飛躍した達成を見せています。内容的にはじつは、いささ

か複雑な、普通の読者には気づかないであろう現象が、あります。私は、亀甲墓の

ときもそうですが、冒頭から10行目くらい前までに、「沖縄」という言葉か、それ

を表現する言葉を入れるように努力したものです。しかし、又吉栄喜からはまった

くその遠慮をしていないので、私はとても感心しています。

沖縄の新しい文学は、ひところ困った落とし穴に落ち込んでいました。生のウチ

ナーグチを乱用したのです。そのウチナーグチは、ときたま日本語の影響を受けた

もので、それを私はヤマトウチナーグチと呼んでいます。ウチナーヤマトグチは、

明治時代から伝統的に使われてきたもので、ウチナーグチ訛りで日本語を喋ること

ですが、ヤマトウチナーグチはその逆です。いささか飛躍した言い方で、戸惑われ

るかと思いますが、日本の近代とは、ウチナーグチがヤマトウチナーグチに侵食さ

れる過程だと、私は見ています。沖縄語辞典を繰って愕然としました。たとえば、

罰金のことを私たちはバッチンと言います。これで、ウチナーグチに訳したつもり

になっています。ところがこれが、昔はクァムチと言ったらしいです。「科物」で

しょうね。これが滅びてバッチンというヤマトウチナーグチになったのです。この

種の例は沢山あるようです。
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言語学の世界では、将来ウチナーグチはまったく滅びる、と言われているようで

すが、これはヤマトへの同化過程の現象だと、私は見ています。琉球処分にはじま

る同化の歴史が、言葉を材料にして語ると、いまこのような段階にあると思います。

このような時期に、普天間移設問題に象徴されるような、いわば「第二の琉球処

分」に出会うということは、まったく不運というほかはありません。もっとも、こ

れが1945年以前のような状況のもとであったら、すんなりと奴隷の境遇に出会って、

受け入れたかもしれませんが、ウチナーグチに目覚める時代にめぐりあったから、

幸か不幸か、簡単には言うことを聞かなくなって、新しい悩みの時代を迎えた、と

言えるかと思います。

私なりに新しい時代に対応しているつもりでやっているのが、組踊の創作です。

これは、その文体において、半田一郎先生にいわせると、古来のウチナーグチにも

はまらない、新しいウチナーグチなのだそうです。自分では、よく分かりません。

ただ、苦闘しているのは、まったく古いウチナーグチだけでは、通じるだろうかと

いう遠慮をしながら書いていることです。そして、下に日本語訳をつけています。

沖縄の同化と異化のはざまの、ひとつの表現であろうかとおもいます。

いま、このようなことを考えていまして、大方のウチナーンチュが独立を夢見て

いますが、その理念を立てる上で、どの程度に日本の文化的な、つまりよろずの生

活方法において、自立し得るか、十分に問題を意識してかかる必要があると思いま

す。

大城立裕氏より原稿を頂きました。タイトル付記にあるように3月5日（土）のシンポ

ジウム「琉球と東アジア文化圏をつなぐものー自治と民際学」における発表予定のもの

でした。ご用意いただいたものを読ませていただき、素晴らしいご提案なのでここに掲

載致します。（緒方）
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＜はじめに＞

私は今年で9年目をむかえるTVディレクターです。ジャンルは主に報道やドキュ

メンタリー。テレビ局の社員ではなく、番組制作会社の人間です。建設業界にたと

えれば、ゼネコンではなく、実際に現場で家を建てる大工さんといったところでしょ

うか。テレビ番組は70％以上が番組制作会社で作られていて、東京には数多くの制

作会社が存在します。

今回の執筆の話は、沖縄大学の緒方先生から頂きました。きっかけは、昨年末に

フジテレビ系列で放送した、ブラジル移民100年特番『大地に生きた男たち』です。

この番組を緒方先生が授業やセミナーで使って下さり、今回このような機会を頂き

ました。

番組の内容は、100年前に移民としてブラジルへ渡った「金城山戸（キンジョウ・

ヤマト）」と「儀保蒲太（ギボ･カマダ）」の2人の男の生涯を追ったドキュメンタ

リーです。彼らは沖縄・南風原町出身の幼なじみ。金城山戸は“ヤマト”、儀保蒲

太は“イッパチ”の愛称で互いに呼び合う、無二の親友でした。2人はまだ10代前

半の少年だったにも関わらず、家族の生活を助けるために、子供たちだけでブラジ

ルへ渡ることを決意します。知り合いもいない異国の地で、励まし合いながら懸命

に生きていきます。そして、ヤマトは「日系人初の歯科医」に、イッパチは「天才

ギャンブラー」として成功をおさめました。対照的な人生を歩みながらも、2人の

友情は生涯続きます。

100年も前のことですから、当然本人たちは亡くなっています。生前の2人の情報

ＴＶディレクターが感じた“ブラジル移民100年”

宮下 瑠偉

オルタスジャパン
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もわずかです。頼みの綱は、ブラジルにいるであろう子孫たち。取材は、彼らの故

郷である沖縄・南風原町にはじまり、さらにはブラジルへ渡る、地球半周の旅にな

りました。

私は学者ではないので、立派な論文を書くことはできません。あくまでTVディレ

クターとして、現場で感じたことや番組では伝えきれなかったことを書き綴りたい

と思います。

＜テレビの裏側＞

フジテレビから、「ブラジル移民の特番を作って欲しい。」という依頼が来たの

は、昨年11月上旬のことでした。放送日は12月末で制作期間は正味1ヵ月半です。

海外ネタで50分間のドキュメンタリー番組にしては、短かすぎるスケジュール。し

かも、ネタは何も決まっておらず、こちらで探して欲しいとのこと･･･。

無茶な話に聞こえますが、このような急な依頼にも対応できなければ、番組制作

会社は生き残っていけません。私の会社には様々なジャンルのネタが、ストックさ

れています。今回は私の上司が“ヤマトとイッパチ”のエピソードを知っていて、

すぐさま企画書を作成。フジテレビへプレゼンして一気にOKをもらいました。

しかし、喜びも束の間、深夜枠のために制作費が極端に少ない･･･。経費削減の

ためには、人数や機材を減らさなくてはいけません。今回は音声マンを同行させず

に、私とカメラマンの2人体制です。負担は大きくなりますが、これも仕方ないこ

と。テレビ局はお金持ちですが、番組制作会社にはあまりお金を下ろしてくれませ

ん。お金にはいつも苦労させられます。それでも、好きな仕事をして海外へ行ける

のは、幸せなことですが。

海外取材の場合は、「コーディネーター」と呼ばれる通訳兼、交渉人を雇います。

出発前からメールや国際電話で頻繁に連絡を取り合い、取材の下準備を進めてもら

います。特に今回の番組では、主人公が亡くなっているため、子孫探しが重要なポ

イントでした。それも、ただ探すだけでなく取材許可を得るために上手く交渉しな

ければいけません。海外取材は、コーディネーターの実力がカギになります。

今回のコーディネーターは日本人の両親を持つ、サンパウロ生まれの女性でした。

弊社と古くから付き合いがある、スゴ腕のコーディネーターです。

ブラジルへは米国経由で向かいます。乗り継ぎ時間も合わせて、約24時間の長旅。

到着した時は疲れ切っていました。100年前の移民が船で2ヵ月もかけて渡ったこと

を考えると、大きな時代の変化を感じます。
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＜日系人が愛される理由＞

私たちが降り立ったのは、ブラジル・サンパウロです。

生前、ヤマトとイッパチが暮らした街。取材初日は街の風景を撮影することにし

ました。サンパウロは、とにかく活気にあふれていて、南国特有の熱気とけたたま

しい喧騒が私たちを出迎えてくれます。

経済新興国のブラジルは、目覚しい経済発展の過程にあり、街の至る所で高層ビ

ルの建設が進んでいました。

サンパウロは不思議な街です。日本人の私たちでも、すんなり溶け込める雰囲気

があります。私はこれまでに20カ国を訪れましたが、サンパウロほど日本人が過ご

しやすい街はありません。その理由は、野菜市場での取材でわかりました。

農業大国のブラジルは、街中に大きな市場がいくつも開かれていて、新鮮な食料

品が豊富にそろっています。中では多くの日系人が働いていました。現在、ブラジ

ルには150万人の日系人が暮らしています。皆さん照れ屋で、カメラを向けると恥

ずかしそうに下を向いてしまいます。それでも急な取材依頼に嫌な顔ひとつせず、

とても丁寧に対応して頂きました。

ほとんどが日系2世の方たちです。日本語はほとんど話せず、日本にも行ったこ

とがない人ばかりです。シャイだけど誠実な対応が、日本人の血を感じられて嬉し

かったです。

買い物に来ていたブラジル人に、日系人のイメージについて聞いてみると、皆が

口をそろえて言うのが、「日系人はとにかく勤勉で働き者。」だということ。これ

こそ、私がブラジルにすんなりと溶け込めた一番の理由なんです。多くの人種がい

る中で、日系人はとりわけ敬意を抱かれているため、皆が好意的に見てくれます。

学習塾でも日系人の子供が重宝されています。よく勉強して成績も良いため、有名

校の合格者数が増えるからです。

それにしても、なぜ日系人は皆、勤勉で働き者なのか。

その答えは、ヤマトの取材を通してわかってきました。

＜『日系人初の歯科医・金城山戸』＞

ヤマトは95歳の大往生でした。3人の子宝に恵まれ、現在は日系５世、ヤマトか

ら数えて玄孫（やしゃご）の代になっています。
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80歳を超える2人の娘さんもご健在で、ヤマトに関する多くの証言、写真、遺品

を入手できました。

KINJO（金城）家には、日本風に言えば家訓のようなものがあります。それは、

「努力」です。「自分の気持ちに正直に、一生懸命“努力”しなさい。そうすれば、

必ず報われる。」皆が集まる度に、ヤマトはそう話して聞かせたと言います。

14歳のヤマトが、1人ブラジルへ渡ることを決意したのは、貧しい暮らしを続け

る家族を救うためでした。異国の地で生き伸び、成功するためには“努力”しかな

いと、幼心にも腹をくくったのでしょう。

当時の写真を見ると、そう確信できます。それは、日本を出発する前に撮られた

14歳のヤマトが写っています。口を固く真一文字に結び、目を大きく見開いた そ

の表情からは、「頑張って生き伸びてやる！そのためには、努力あるのみだ。」と

いう覚悟がひしひしと伝わってきました。その強烈な意思が、100年経ってもなお、

子孫たちにしっかりと受け継がれていることに、ヤマトの強さを感じました。

私たちが取材をしたひ孫の2人も、一生懸命勉強して、ヤマトと同じ歯科医にな

りました。2人とも、ヤマトをとても尊敬しています。

ヤマトと同様に、多くの移民が努力してブラジルの大地に根を張りました。

彼らもまた、“努力”の大切さを子孫に語ったことでしょう。日系人がいまなお、

“勤勉で働き者”と評されるのは、彼らが先祖の教えをしっかりと守っているから

だと感じました。

＜天才ギャンブラー“イッパチ”＞

“イッパチ”こと儀保蒲太。この男の人生は、謎のベールに包まれています。ヤ

マトに比べ、情報が極端に少なく、写真が数点残っているのみです。夜の世界に生

きた男ゆえに、人との接触が限られていたからかもしれません。

TVディレクターというのは、好奇心の塊のような人間です。私は、精錬実直なヤ

マトよりも、“謎の天才ギャンブラー”の人生に、惹かれました。

どんなおもしろい事実を発見できるのか、私は期待に胸を膨らませて取材を進め

ました。沖縄県人会の方々や、賭博仲間の子孫の家を訪ね歩きましたが、期待とは

裏腹にイッパチに関する新しい情報はほとんど出てきません。
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「ギャンブルが強かった。」「ハンサムでオシャレだった。」せいぜいその程度

の情報でした。最大の原因は、イッパチに子供がいないことです。血が途絶えると

は、その人の存在が消えてしまうことなのだと、実感しました。

唯一の収穫は、マットグロッソ州のドラードスという田舎町に住む日系2世・金

城義信さんの自宅から、新たに多数のイッパチの写真が見つかったことです。金城

さん自身は直接イッパチを知らないものの、彼の父親がイッパチの親友で、賭博場

のオーナーを勤めていたそうです。

新しいイッパチの写真は、貴重な資料です。しかし、厳重に管理されているわけ

ではないので、今後紛失する可能性もあります。できれば公的機関などで保管され

た方がいいのではと思いました。

正直言って取材の成果が乏しいことにはがっかりしました。しかし、没後70年以

上が経ってもなお、テレビ番組のネタになるほどの魅力を持ち続けるイッパチとは、

一体どんな男だったのか。さらに想像を掻き立てられたのも事実です。

＜受け継がれる、ウチナンチュの“魂”＞

番組では様々な事情で泣く泣くカットしましたが、私の大好きなシーンがありま

す。

サンパウロには沖縄をルーツにする日系人が数多く暮らしています。各地に沖縄

県人会の支部が設けられていて、毎週様々なイベントが行われています。中でも若

者に人気なのが、「三線教室」です。

私たちが取材で訪れた時は、日系3世の中学生が3人習いに来ていました。教える

のは、1世のオジィやオバァたちです。大先輩の歌に合わせて、3世たちは一生懸命

歌いながら、三線を奏でています。3世たちは、日本語は全く話せず、日本に行っ

たこともありません。もちろん、歌詞の意味も理解していません。

それでも、なぜ三線を習うのか聞くと、彼らは目を輝かせながらこう答えました。

「三線の音色が大好き。自分でもわからないけど、なぜかとても心に響くんです。」

彼らが1世のオジィ、オバァ達と一緒に歌い続けるその光景に、私は感動しまし

た。移民の、ウチナンチュの血は確かに受け継がれています。100年の歴史の断片

を感じられた瞬間でした。
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＜“盆踊り”が示す先人の功績＞

取材最終日、私たちはサンパウロの中心地にある日本人街を訪れました。

和モノ雑貨、そば屋、たこ焼き屋など、日本のあらゆる文化がつまった街です。

今ブラジルは“日本ブーム”で、土日ともなればブラジル人や外国人観光客が大

勢集まり、賑わいます。

ちょうどその日は、「盆踊り大会」の開催日でした。サンパウロの各地にある各

県人会や婦人会がチームを作り、順番に踊りを披露します。参加しているのは、1

世から4世、5世まで様々。周囲では観光客が人垣を作り、東洋の珍しいダンスに熱

狂しています。

遠くブラジルの地で、日系人たちが堂々とパワフルに踊る姿を見て、日本人とし

てとても誇らしく思えました。

そして、この素敵な光景も100年前から続く先人たちの努力が築いた土台の上に

なりたっているものだと考えると、感慨深いものを感じました。

実はこの原稿はずいぶん前にもらっていました。移民特集として他の論文とともに刊

行予定でしたがなかなか進まないのでこの稿だけ先にご紹介いたします。（緒方）

＜日本人街で盆踊りを踊る日系人＞
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◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

2011年度 離島研究・実践促進プロジェクト参加学生募集

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

沖縄大学地域研究所では、学生とともに研究・実践活動に取り組み、本学の

理念である「地域共創・未来共創」の発信地となることを目指しています。そ

こで、離島(沖縄県内・奄美含む琉球弧)をフィールドとした研究をしてみたい

学生を募集します。

✿対象

離島出身の学生で生まれ島の良さに改めて気づき島をもっと研究したい学生。

または離島のことを勉強してみたい、離島の活性化に一役を担いたいという

学生。

✿内容

社会科学、自然科学を問わず、その島の特色あるテーマについて調査・研究

する。

＊前年度のテーマ例 ・宮古島市の葉たばこ栽培に関する調査

・石垣市の高齢者デイサービスの通いがい

・西表・宇多良炭坑の歴史と現状

✿採用人数

10名（予定）

✿助成

企画が採択された学生には、離島までの往復旅費を支給。

※原則、先得割引などの格安航空券を適用すること。繁忙期の航空券購入は

避ける。

✿全体のスケジュール

応募から審査(一次・二次・最終)までのながれ

企画書の提出（6/4まで）

→ 6月…【一次審査】 プレゼン

→ 採用決定=

→ 夏休み…現地において10日間以上、企画書に基づき研究・実践を行なう

→ 11月…【二次審査】プレゼン、中間報告書の提出

→ 1月…【最終審査】発表会（一般公開）、最終報告書の提出

興味のある学生は、地域研究所で配布している募集要項を確認してください。

橋口 望美<高大GP担当>

美ら島南西諸島高大連携プログラム 4月



シマおこし実践演習Ⅰ（2011年度 前期土曜日2限目）

島の暮らしの中で伝統的に培われてきた知恵や心を学びながら、島人たちと

交流することで、これからの地域のあり方を一緒に学びませんか？

◇内容：エコツアーなど（久高島）、烽火実践（渡嘉敷島）、琉球八社

離島研究・実践促進プロジェクト(※1)参加学生のプレゼンテーションを

講義時間内に行います。

受講生は、全員シマおこしフィールドワーカー(※2)の認定が可能です。

演習Ⅰ登録者は、後期もシマおこし実践演習Ⅱを登録してください。

※1 離島をフィールドに研究したい学生を募集し、現地までの旅費を補助する
制度。審査・報告書提出等があります。

※2 アクションプログラムによって地域を知り、課題解決に取り組む制度です。
修了者には、フィールドワーカー認定証を発行します。

◇担当教員：緒方修、須藤義人

◇履修条件：1年次～4年次対象

◇備考：副専攻「地域共創学」の取得を希望する学生は、必修です。

◇講義登録：在学生3/29（火）～30（水）、新入生4/6（水）～7（木）

◇講義登録調整：4/9（土）～22（金）

問合せ：地域研究所 chiken@okinawa-u.ac.jp （担当：下地・橋口）
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「法政大学、札幌学院大学、高知工科大学、沖縄大学の連携プロジェクト

全国の地域で活躍できるプロフェッショナル「まちづくリスト」育成プログラ

ム 2009年度～2010年度実施報告書」

完成間近です。表紙及び目次、岡本先生のご挨拶をご紹介します。

全国の地域で活躍できるまちづくリスト育成プログラム 4月



法政大学、札幌学院大学、高知工科大学、沖縄大学

（文科省 大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム）

全国の地域で活躍できるプロフェッショナル

「まちづくリスト」育成プログラム

２００９年度～２０１０年度＜実施報告書＞
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はじめに

法政大学大学院 政策創造研究科長

岡本 義行

今年度は４大学戦略連携事業の実質的な初年度であった。本事業は地域特性

の異なる地域に立地する４大学、法政大学、札幌学院大学、高知工科大学、沖

縄大学が連携して、地域活性化人材「まちづくリスト」を育成しようとする試

みである。「まちづくリスト」のプログラムとカリキュラムを４大学が連携し

て実施した。

地域活性化には多様な視点が不可欠である。地域にはさまざまな可能性があ

るとしても、それを可能性と認識することが重要である。それを資源と認識し

活性化につなげることが求められている。特定の地域や産業に偏らず活躍でき

る人材が地域に最も必要である。多様な視点で地域づくりを担う「まちづくリ

スト」が求められている。

地域は世界とつながっており、地域は変化の激しいグローバルな世界で生き

ていくことを意識する必要がある。地域活性化には地域を転換させる地域のイ

ノベーションがなくてはならない。地域が何らかの優位性を持たなくてはなら

いからである。地域イノベーションを主導していくためには、知識やスキルだ

けではなく、幅広いネットワークと問題解決するため現実対応能力を持つ「ま

ちづくリスト」が必要である。

これまで議論されてこなかった地域活性化人材像が、４大学の連携によって

「まちづくリスト」人材として議論され、教育のプログラム・カリキュラムに

結実してきた。海外の国々と違い、日本の雇用制度や組織は地域活性化人材の

ようなスペシャリストを処遇する余地は今のところ少ない。しかし、地域活性

化のスペシャリストは行政ではなくさまざまな分野で求められている。

４大学が実質的に連携するには課題も浮かび上がった。各大学が完結した仕

組みを歴史的に形成してきた経緯もあり、授業時間帯が異なるといったように、

大学が連携することは容易ではない。共通したプログラムを運用するにはさま

ざまな調整が必要であった。「まちづくリスト」のプログラムでは、各大学は

独自のカリキュラムを運用するとともに、４大学共通のカリキュラムを遠隔授

業やインターンシップによって実施した。

今後、地域活性化に向けた人材育成に関する議論が、「まちづくリスト」プ

ログラムを素材として、多くの大学を巻き込んで行われることを期待している。
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「地域共創学」のパンフレットが新しくなりましたので掲載いたします。

進学や進級の学生たちであふれる4月のキャンパスは、何かが新しくはじまる

期待が伝播します。

担当するプログラムでは、次ページのような科目や課外活動への参加者を大

募集しています！新年度もよろしくお願いします。

寺井 敦子〈戦略GP担当〉
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